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“これってパワハラ！？ 

改善や対策はどうやって？” 

日付 2018年 9月 26日 

時間 午後６時～８時 

場所 中小企業センター 

（★無料、誰でも参加可） 

 

                           

七
月
二
六
日
の
定
例
交
流
会
の
テ
ー

マ
は
、
「
大
阪
北
部
地
震
か
ら
み
え
た

職
場
の
取
組
み
成
果
・
課
題
」
と
い
う

も
の
で
し
た
。
（
於
安
全
セ
ン
タ
ー
事

務
所
、
参
加
七
名
） 

日
常
の
避
難
訓
練
を
そ
れ
な
り
に
行

っ
て
い
る
職
場
で
も
、
い
ざ
と
な
る
と

思
い
通
り
に
は
い
か
な
い
も
の
で
す
。 

       

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
完
全
に 

マ
ス
タ
ー
し
た
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
て 

お
く
と
職
場
の
安
心
感
も
高
ま
り
、 

多
く
の
労
働
者
が
落
ち
着
き
ま
す
。 

地
震
が
発
生
し
た
の
は
、
六
月 

一
八
日
午
前
七
時
五
八
分
。
余
震
の 

心
配
が
あ
り
、
出
勤
後
、
す
ぐ
に
工 

場
構
内
に
は
入
ら
ず
、
ひ
と
ま
ず
外 

に
待
機
。
工
場
長
の
指
示
を
待
っ
て
、 

そ
の
後
昼
休
み
ま
で
は
工
場
内
の
一 

斉
点
検
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
大
丈
夫
で
し
た
が
、
工
場
の
壁
に
は

亀
裂
や
小
さ
な
ひ
び
割
れ
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。 

会
社
の
別
の
工
場
で
は
五
ト
ン
エ
ン

ジ
ン
の
倒
壊
事
故
も
あ
り
、
労
組
か
ら

の
申
し
入
れ
も
考
慮
さ
れ
、
午
後
四
時

で
の
帰
宅
を
早
退
扱
い
せ
ず
に
認
め
ら

れ
ま
し
た
。 

 

帰
宅
困
難
者
に
つ
い
て
は
、
会
社
で

の
宿
泊
も
可
と
し
ま
し
た
。
（
こ
の
工

場
は
地
域
の
避
難
所
指
定
も
引
き
受
け

て
お
り
、
食
料
も
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
） 

エ
レ
ベ
ー
タ
は
最
寄
り
階
で 

自
動
停
止 

機
械
や
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
の
転
倒
防
止

策
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
別 

                 

の
工
場
で
は
一
斉
送
信
に
よ
る
メ
ー
ル 

が
入
っ
た
り
入
ら
な
か
っ
た
り
し
ま
し

た
。
耐
震
工
事
は
終
わ
っ
て
い
た
の
で

す
が
、
工
場
の
自
動
扉
が
開
か
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
三
階
で
緊

急
自
動
停
止
し
（
閉
じ
込
め
防
止
）
、

火
は
出
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
な
ぜ
か
防

火
扉
が
作
動
し
ま
し
た
。
亀
裂
や
雨
漏

り
は
あ
り
ま
す
。 

大
切
な
出
勤
退
勤
の
仕
方 

出
退
勤
の
会
社
の
指
示
が
あ
い
ま
い

で
し
た
。
そ
し
て
、
い
つ
も
市
内
居
住

組
に
仕
事
が
優
先
的
に
回
さ
れ
、
不
公

平
感
が
あ
り
ま
す
。
帰
り
は
現
場
の
長

の
判
断
で
社
用
車
に
分
散
乗
車
し
て
帰

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
災
害
対
応

の
た
め
自
治
体
な
ど
で
は
、
一
定
人
数

の
近
隣
居
住
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
） 

向
か
い
の
古
い
長
屋
に
は
赤
い
危
険

表
示
の
張
り
紙
が
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

ち
ら
で
の
仕
事
は
続
け
ま
し
た
。
隣
の

建
物
の
劣
化
し
た
屋
根
が
ボ
ロ
ボ
ロ
と

割
れ
て
、
こ
ち
ら
の
駐
車
場
に
落
ち
て

き
ま
し
た
。
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
屋
根
材

か
？ 

 

そ
れ
ぞ
れ
報
告
程
度
で
し
た
が
、
こ

の
後
七
月
六
日
に
西
日
本
集
中
豪
雨
。

五
日
午
後
八
時
に
は
近
畿
で
も
三
七
〇

〇
〇
世
帯
に
避
難
指
示
が
出
さ
れ
て
お

り
、
七
日
に
は
岡
山
県
倉
敷
市
真
備
町

で
堤
防
が
決
壊
す
る
と
い
う
大
惨
事
。 

安
倍
政
権
に
な
っ
て
、
二
〇
一
四
年

の
広
島
豪
雨
災
害
、
一
七
年
の
九
州
北

部
豪
雨
と
続
き
ま
す
。 

そ
の
気
象
庁
に
よ
る
最
大
級
の
厳
重

警
戒
呼
び
か
け
さ
な
か
、
午
後
八
時
過

ぎ
、
東
京
赤
坂
の
国
会
議
員
宿
舎
で
安

倍
首
相
や
災
害
派
遣
を
指
示
し
て
い
る

は
ず
の
小
野
寺
五
典
防
衛
相
、
翌
日
に 

           

オ
ウ
ム
七
名
の
死
刑
執
行
を
控
え
た
上

川
陽
子
法
相
等
が
、
「
赤
坂
自
民
亭
」

な
る
懇
親
（
宴
会
）
を
し
て
い
た
と
い

う
の
で
す
か
ら
、
事
態
は
深
刻
で
す
。

（
し
か
も
、
こ
の
法
務
大
臣
が
宴
会
の

ト
リ
で
万
歳
三
唱
し
た
と
の
こ
と
） 

更
に
台
風
二
一
号
が
襲
っ
て
き
た 

そ
こ
へ
さ
ら
に
九
月
四
日
台
風
二
一

号
で
関
西
空
港
の
連
絡
橋
・
鉄
道
橋
損

壊
。
私
た
ち
の
尼
崎
、
伊
丹
、
宝
塚
等

で
も
停
電
・
断
水
が
続
発
し
ま
し
た
。

当
事
務
所
で
も
大
き
な
ク
ー
ラ
ー
は
三

日
間
完
全
に
ダ
ウ
ン
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の

階
段
を
バ
ケ
ツ
を
持
っ
て
上
り
下
り
す

る
人
、
冷
蔵
庫
の
食
べ
物
を
や
む
を
得

ず
処
分
す
る
人
、
阪
神
淡
路
大
震
災
以

来
の
風
呂
な
し
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ

る
人
。
医
療
機
関
や
介
護
施
設
の
職
員

は
高
齢
者
宅
の
安
否
確
認
に
、
一
軒
一

軒
軒
先
を
訪
ね
ま
し
た
。 

そ
こ
へ
ま
た
北
海
道
で
九
月
六
日
未

明
、
震
度
七
の
大
地
震
で
す
。
大
き
な

災
害
は
職
場
を
長
期
閉
鎖
に
追
い
込
み
、 

事
業
の
存
続
す
ら
危
う
く
し

か
ね
ま
せ
ん
。
工
場
で
扱
う

部
品
の
入
手
経
路
や
輸
送
手

段
の
確
保
な
ど
も
問
題
に
な

っ
て
き
ま
す
。
社
内
の
電
源

や
回
線
の
二
重
化
等
も
検
討

対
象
に
な
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
、
自
然
災
害 

に
対
す
る
職
場
の
対
策
は
、
私

た
ち
安
全
セ
ン
タ
ー
の
大
き

な
交
流
テ
ー
マ
で
す
。 
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自然災害 に 
 

職場でどう対応するのか 



  

    

今
年
の
三
月
五
日
長
野
県
松
本
労
基

署
は
、
埼
玉
県
上
尾
市
で
ゴ
ム
ラ
イ
ニ

ン
グ
加
工
を
営
む
会
社
と
同
社
取
締
役

（
五
〇
歳
）
を
書
類
送
検
し
ま
し
た
。

逮
捕
は
し
な
い
が
、
事
件
は
検
察
庁
に

送
る
と
い
う
意
味
で
す
。 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
を
選
任
せ
ず
、

局
所
排
気
装
置
等
も
設
置
せ
ず
、
人
体

へ
の
健
康
影
響
を
工
場
内
の
見
や
す
い

場
所
に
設
置
し
な
か
っ
た
と
し
て
い
ま

す
。 二

〇
一
六
年
八
月
に
同
社
工
場
内
で
、

直
径
一
ｍ
、
高
さ
二
・
五
ｍ
の
タ
ン
ク

内
ゴ
ム
ラ
イ
ニ
ン
グ
内
張
り
の
点
検
・

補
修
中
に
使
用
し
た
ト
ル
エ
ン
九
九
％ 

                

               

以
上
の
溶
剤
を
吹
き
と
ら
せ
、
作
業
員

二
人
が
、
一
人
は
即
日
死
亡
、
も
う
一

人
は
休
業
八
か
月
見
込
み
の
中
毒
に
な

っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。 

 

正
規
社
員
で
あ
る
あ
な
た
の
職
場
に

は
、
あ
な
た
と
同
じ
仕
事
を
同
じ
程
度

の
責
任
を
持
っ
て
や
っ
て
い
る
期
間
契

約
の
労
働
者
（
パ
ー
ト
と
か
も
）
が
ど

の
く
ら
い
お
ら
れ
ま
す
か
？ 

労
働
契
約
法
２
０
条
は
非
正
規
労
働

者
の
待
遇
改
善
の
た
め
、
正
規
と
の
間

の
不
合
理
な
格
差
を
な
く
す
た
め
に
作

ら
れ
た
法
律
で
す
。
不
合
理
な
格
差
か

ど
う
か
は
一
切
の
労
働
条
件
に
つ
い
て

適
用
さ
れ
、 

一
、
仕
事
の
内
容
や
そ
の
責
任
の
程
度 

二
、
転
勤
・
昇
進
、
配
置
転
換
の
範
囲 

三
、
そ
の
他
の
事
情
、
で
判
断
さ
れ
ま

す
。 

法
定
検
診
も
環
境
測
定
も
サ
ボ
る 

 

有
機
溶
剤
関
係
で
は
、
昨
年
四
月
に

も
新
潟
県
長
岡
労
基
署
で
の
書
類
送
検

が
あ
り
ま
し
た
。 

こ
れ
は
長
岡
市
内
の
精
密
研
削
加
工

会
社
（
砥
石
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
製
品
製

造
）
と
そ
の
技
術
部
長
（
三
三
歳
）
で
、

メ
タ
ノ
ー
ル
に
よ
る
洗
浄
作
業
を
行
っ

て
い
る
労
働
者
に
対
し
、
半
年
一
回
の

有
機
溶
剤
検
診
と
環
境
濃
度
測
定
を
実

施
し
な
か
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。（
安

全
衛
生
法
６
５
、
６
６
条
） 

こ
の
会
社
は
二
〇
一
五
年
に
も
是
正

勧
告
を
受
け
て
お
り
、
そ
れ
で
今
回
書

類
送
検
と
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち
安
全

セ
ン
タ
ー
の
関
係
で
も
有
機
溶
剤
使
用

職
場
は
多
い
で
す
。
日
常
し
て
い
る
こ

と
も
怠
る
と
大
変
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

正
社
員
と
パ
ー
ト
の 

不
合
理
な
差
は
ノ
ー
！ 

ま
た
パ
ー
ト
有
期
契
約
労
働
者
法
８

条
で
は
、
や
は
り
正
社
員
と
の
待
遇
の

相
違
は
、
職
務
の
内
容
、
人
材
活
用
の

仕
組
み
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
、
不

合
理
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
と
し
て
い
ま
す
。
（
不
合
理
な
労

働
条
件
の
禁
止
）
９
条
で
は
、
正
社
員

と
同
視
す
べ
き
パ
ー
ト
労
働
者
に
差
別

的
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
し
て

い
ま
す
。
「
基
本
給
、
賞
与
そ
の
他
の

待
遇
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
差
別
的
取
扱

い
を
し
て
は
な
ら
な
い
」
（
均
等
待
遇

規
定
）
と
具
体
的
に 

書
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

改
正
労
働
契
約
法 

１
９
条
の
無
期
労
働 

契
約
へ
の
転
換
に
つ 

い
て
は
法
改
正
か
ら 

五
年
が
経
過
し
、
今 

年
二
〇
一
八
年
四
月 

か
ら
無
期
転
換
ル
ー 

ル
が
適
用
さ
れ
て
い 

ま
す
。
（
通
算
五
年 

の
契
約
を
超
え
た
ら
、 

労
働
者
か
ら
の
申
し
入
れ
で
、
無
期
労

働
契
約
に
転
換
で
き
る
） 

格
差
是
正
は 

ヤ
ル
気
次
第
で
進
む 

つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
法
律
を
活
用
し
て
、

非
正
規
労
働
者
の
労
働
条
件
を
ヤ
ル
気

さ
え
あ
れ
ば
一
歩
一
歩
正
規
労
働
者
に

近
づ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
最
高
裁
判
決
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
一
日
に

あ
り
、
定
年

後
の
再
雇
用

で
あ
っ
て
も
、

労
働
契
約
法

２
０
条
の
対

象
に
な
る
こ

と
が
確
定
し

ま
し
た
。（
長

澤
運
輸
と
ハ

マ
キ
ョ
ウ
レ

ッ
ク
ス
事
件
、 

 

            

い
ず
れ
も
連
帯
労
組
の
取
り
組
み
） 

ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
で
今
回

は
住
宅
手
当
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
正
規
も
非
正
規
も
転
勤
が
な
い

の
に
非
正
規
だ
け
住
宅
手
当
を
認
め
な

い
と
す
れ
ば
明
ら
か
に
不
合
理
で
す
。

最
高
裁
は
通
勤
手
当
、
皆
勤
手
当
、
給

食
手
当
、
無
事
故
手
当
、
作
業
手
当
の

格
差
は
不
合
理
と
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
労

働
組
合
が
中
心
に
な
っ
て
、
職
場
の
正

規
（
無
期
）
、
非
正
規
（
有
期
）
労
働

者
の
格
差
点
検
・
改
善
に
当
事
者
と
共

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

安
倍
政
権
に
よ
る
「
働
か
せ
方
改
革
」

で
、
と
う
と
う
労
働
時
間
や
残
業
の
規

制
が
な
い
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

“
労
働
者
”
も
作
り
だ
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
（
労
基
署
…
過
労
死
さ
れ
て

も
働
い
た
時
間
が
わ
か
ら
ん
）
、
私
た

ち
は
ま
だ
ま
だ
あ
き
ら
め
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。 

 

（２）                                                  2018年 9月 20日                        E-mail: a4p8bv@bma.biglobe.ne.jp 

有
機
溶
剤
は
常
に
要
注
意
で
す 

これ、大丈夫？ 

同一労働 

同一賃金 の 

実現 めざして！ 

“俺たちにも意地がある” 

二
〇
一
八
・
六
・
一
五 

朝
日
新
聞 

二
〇
一
八
・
七
・
一
四 

朝
日
新
聞 


